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去る１０月

１ １ 日 ( 日 曜

日 ) ， 旗 の 台

の５０年記念

館におきまし

て，第二回昭

和 大 学 ホ ー

ムカミングデ

ーが開催され

ました． 

このホーム

カミングデー

とは，本学卒

業 生 を 中 心

に，さらに旧交を温め，現在の母校の姿を知ってもら

うとともに現役の学生との交流も深めてもらうという企

画です．医歯薬保健学部の各同窓会の合同で行な

われ，旗が岡祭・いぶき祭に合わせて開催されます． 

毎回，卒後５０年目と２５年目の卒業生が招待され，

今回は，医学部２７回生，薬学部１５回生，歯学部２

回生の皆さん約１５０名が参集されました． 

式典は，昭和大学管弦楽団の歓迎演奏にはじまり，

細山田明義学長のご挨拶，小口勝司理事長，新井平

八郎薬学部同窓会長からのご祝辞を賜った後に，卒

業後の社会への貢献に対して，ゴールデン表彰，シ

ルバー表彰の授与が行なわれ，各学部の代表者に

記念の楯が渡されました．そして，招待クラスを代表

して甲斐祥生先生(医学部２７回生)からご挨拶頂き，

全員で校歌を斉唱して閉会されました． 

この式典に引き続いて懇親会も催され，各学部同

窓会長による鏡開きからスタートした会食は久しぶり

の再会を祝う同窓生で大いに賑わいました． 

今まで，学部ごとに同窓生が集まる機会はあって

も，全学部合同でというのは，連絡や日程調整等か

らかなり難しかったと思われます．しかし，このような

企画，機会がありますと，富士吉田で一緒だった仲間

と実に３０年ぶりで会える訳であります．懐かしさと思

い出話に時の流れを感じ，ほぼ全員が口にする健康

に関する話題には戦友のような共感を覚えました．式

典で学長先生や理事長先生から，『在校生は卒業生

の後ろ姿を見て育ち，母校への誇りと自らの自信を

得る』というお話を頂きましたが，母校で教鞭を取って

いる身にはまさにそう感じられます．将来，あのような

医療人になりたいと願う心は，知識や技能の伝授の

みでは不可能であります．この精神的な歴史の積み

重ねが大学という機能組織の有する層の厚さに関係

しているのではないでしょうか． 

また，医歯薬保健医療のチーム医療とは何か，大

学と開業されている先生方との連携とは何か，医療

人の育成としての大学の使命とは何か，それらの答

えとして文字で表されるものは日頃からよく見てはお

りましたが，その内にあるもっと深いものを考えさせて

くれた一日でもありました． 

田中一正委員長をはじめとする実行委員会の方々

と早朝から準備に励まれた事務の皆様にあらためて

感謝申し上げます． 

ありがとうございました． 

 

 

 

・鈴木 大（口腔生化学 

大学院４年）：９月１１—１５

日に開催されました「第３５

回米国骨代謝学会」におき

まして「Shun-ichi Harada 

Young Investigator Award」

を受賞されました． 

・ 安原 理佳（口腔生化学 

助教）：９月１１—１５日に開

催されました「第３５回米国骨代謝学会」におきまして

「Young Investigator Award」を受賞されました． 

・ 吉村健太郎（口腔生化学 大学院４年）：９月１１— 

１５日に開催されました「第３５回米国骨代謝学会」に

おきまして「Plenary Posters」を受賞されました． 

昭和大学歯学部だより ２００９．１０号 ２００９．１０．３１発行 
通算７１号 

発行責任者：歯学部長 宮崎 隆，編集責任者：広報委員長 井上 富雄 
〒１４２-８５５５ 東京都品川区旗の台１-５-８ TEL: ０３-３７８４-８０００ 

ホームページ： http://www.showa-u.ac.jp 

昭和大学ホームカミングデーが開催 

されました  歯科矯正学教室 槇 宏太郎 

受賞        広報委員長 井上 富雄 
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去る９月１３日（日曜日）の午後１時から旗の台校

舎で歯学部オープンキャンパスが開催されました．開

会に先立ち歯学部紹介ビデオならびに富士吉田キャ

ンパス紹介ビデオが上映されました． 

午後１時からの全体説明会は，宮崎歯学部長の挨

拶に始まり，昭和大学歯学部教育の特色について山

本教授から説明があり，次いで本学の特色の１つで

ある４学部合同の１年次富士吉田キャンパスでの学

生生活（教育，寮生活，年間行事など）について，堀

川教授から説明がありました．さらに，平成２２年度

入学試験の概要および小論文，学力試験，面接試験

の傾向と対策についての説明が五十嵐教授によりな

され，参加した生徒と父兄は熱心に耳を傾けていまし

た．その後，休憩を挟んで，新谷教授による模擬授業

「口の中にできる病気と歯科医師の役割」がなされ，

参加者は皆，熱心に聴き入っており，中には真剣にノ

ートを取りながら受講する生徒の姿も見受けられまし

た． 

また，午後３時からは，入試常任委員による個別

相談の場が持たれ，多くの生徒が質問・相談に訪れ，

午後４時に無事終了いたしました．  

昭和大学では昨年，キャリア支援室(http://www 

10.showa-u.ac.jp/~career/, career.s@ofc. showa-u.ac. 

jp)が発足したのをきっかけに，これまで学生部などが

担当してきた学生の卒業後の進路支援や研修医や

若手歯科医の就職斡旋を，大学としてキャリア支援

室に一本化することになり，それに関わる講演会をこ

れまでも開催してきました．今回は歯科病院で開催す

ることになり，５２名の出席者がありました。まず支援

室長である久光正先生（医学部第一生理学教授）か

ら，支援室の趣旨を非常に分かりやすく説明して頂き

ました．講演は歯学部６回生で，現在，聖路加ガーデ

ン１階で開業されている馬見塚賢一郎先生から，「歯

科医院の現状とこれからの歯科医」という講演を頂き

ました．先生の人間性が

よく分かる大変よい話をき

くことができました．先生

の地道で勤勉な生活態度

に基づく志の高い歯科医

療への思いは多くの若い

先生方の共感を得たこと

でしょう．なお本院は職場

を一旦離れ，再就職を希

望する女性歯科医師の再

教育の場を検討しています．これも支援室の一環し

た活動になるでしょう．最後に司会の労をとって下さっ

た歯学部同窓会長の飯島裕之先生に感謝申し上げ

ます．  

９月１１日から５日間にわたり，アメリカ・コロラド州

のデンバーで開催された第３１回米国骨代謝学会

(The American Society for Bone and Mineral 

Research; ASBMR)に参加いたしました．ASBMR は世

界最大規模の骨代謝学会であり，毎年開催されてい

ます．今回の会場はコロラド会議場で，口演発表が

約１３００演題，ポスター発表も１３００演題以上と非

常に活気がありスケールの大きな学会という印象を

受けました．発表は基礎的なものから臨床に関する

ものまで多岐に渡り，高度な研究内容を多く勉強する

ことができました．昭和大学からは歯科薬理学教室

の天野均先生，顎口腔疾患制御外科学教室の佐藤

華先生，歯科補綴学教室の舘慶太先生，口腔生化

学教室の安原理佳先生(米国・トーマスジェファーソン

医科大学留学中)，吉村健太郎先生，鈴木 大の合

計６題の発表がありました．デンバーはロッキー山脈

の麓にあり，標高が約１マイル(１６００メートル)に位

置することから，マイル・ハイ・シティーと呼ばれ，朝晩

は冷え込みが厳しい半面，日中の日が差す時間帯は

少し汗ばむほどで，山梨県の富士吉田を思い出させ

る気候でした．来年の ASBMR はカナダ・オンタリオ州

のトロントで行われます． 

 

歯学部オープンキャンパスが開催 

されました    入試常任委員  五十嵐 武 

第３１回米国骨代謝学会に参加して 

    大学院４年（機能再建学専攻） 鈴木 大 

キャリア向上のための講演会が行 

われました     歯科病院長  岡野 友宏 
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昇任・採用    広報委員長 井上 富雄 

私は昭和大学主催の「ポートランド州立大学

（PSU）サマープログラム」に参加し，７月２１日から８

月１８日までの４週間，アメリカのオレゴン州ポートラ

ンドに滞在しました． 

ポ ー ト ラ ン ド

で見学させてい

ただいた病院は

どこも高級ホテ

ルのような雰囲

気で，小児科に

は 子 供 向 け に

可愛らしい装飾

が施されており，

アメリカの医療   （写真は見学した病院の待合室） 

施設の充実ぶり 

に目を見張りました．しかしミールサービスボランティ

アに行ったホームレスシェルターでは，全く違う雰囲

気を感じました．オレゴン州はアメリカ国内では豊か

な州ですが，そこにもはっきりとアメリカの明と暗が存

在したのです．その後，社会保障や医療制度につい

ての講義を受けることで，アメリカ全体が抱える深刻

な医療問題やオレゴン州の税収体系などをより深く

理解することができました．医療系カリキュラムでの

経験は，私にとって新鮮で有意義なものとなりまし

た． 

このプログラムに参加したことで，医療人としての

スタートラインにいる私の視野は，よりグローバルな

方向へ広がったと思います．実際にアメリカで開業さ

れている日本人歯科医師の活躍は，とても眩しかっ

たです．ホームステイや寮生活，アクティビティーでは，

アメリカの学生生活や文化を実際に体験することが

でき，シアトルマリナーズ観戦で「生イチロー」の活躍

を見られたことは一生の思い出です．そして，一緒に

参加した１２

人の同級生

とは沢山の

感動を共有

し ， か け が

えのない仲

間となること

が で き ま し

た． 

この素晴らしいプログラムに参加する機会を支えて

下さった昭和大学の先生や事務の方々，お世話して

下さった PSU スタッフやホストファミリー，支援してくれ

た家族・・・私を支えてくれた全ての人たちに感謝して

います． 

 

私たち歯科医療研究会は，１９８３年より無歯科医

村で口腔保健活動を行っています．４年前より毎年夏

に長野県の根羽村にて，村役場の方とＯＢ・ＯＧの先

生方のご助力のもと活動を行っています． 

 
根羽村(人口約１１００人)は数年前から無歯科医村

で，村外の歯科医院はなかなか予約が取れないそう

です．また高齢者には無歯顎の方が多く，同じ義歯を

十何年間も使っている方も見受けられます． 

今年度は部員が１８名，歯科医師が３名参加し，２

日間で計５４名の方においでいただきました。過去４

年間を総合すると計１１５名の方においでいただいて

います． 

主 な 活 動 内

容は口腔内診

査と口腔ケア相

談です．診査は

Ｏ Ｂ ・ Ｏ Ｇ の 先

生にお願いして

います．口腔ケ

ア相談は学生

が 行 い ， 歯 垢

の 染 め 出 し 液

を用いたブラッ

シング指導や義歯のお手入れの仕方について，来場

者さんの口腔内状況に合わせて説明しています． 

また毎年，摂食嚥下に関する講演を行っています

が今年の講演は学生が行い噛むことの重要さを，ト

ロミを付けたジュースの試飲や食前体操の体験を交

えてお話しました． 

学祭での口腔保健活動と比べて環境や年齢構成，

食生活の違いなどを体感することができ，貴重な体

験をさせていただいています．今後もこの活動を続け

ていきたいと考えています． 

９月１日付 

  渡辺 友希：助教（歯科医学教育推進室） 

  二木 克嘉：助教（歯科矯正学） 

ポートランド州立大学サマープログ 

ラムに参加して  歯学部１年 大原 千明 

歯科医療研究会の無歯科医村での 

活動         歯学部４年 上田 英範 
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行事予定     広報委員長 井上 富雄 

９月２４日からの３日間，テキサス州ヒューストンで

開 催 さ れ た Neuro-Developmental  Treatment 

Association 主催の小児の摂食機能ワークショップに

参加しました．参加者は約４０名で職種は言語聴覚

士と作業療法士，歯科医師は私一人でした．参加者

に歯科医師がいないのは，アメリカでは摂食•嚥下障

害の仕事を言語聴覚士が行ない，小児に関しては作

業療法士も行なっているからでしょう．いつものことで

すが，なぜ歯科医師が摂食の仕事をしているのかと

の質問を受けることから会は始まりました． 

 内容は，小児の発達（摂食機能のみならず，粗大運

動，呼吸，言語など），摂食時の姿勢，食事介助法，

感覚入力についてなどの講義と実習，多くの症例供

覧，２名の患児とご両親の協力を得た実際のセッショ

ンと盛りだくさんでした．感覚，特に触圧覚を受け入

れる為の方法など，症例を見ながら考えを整理する

ことができました．また，小児の摂食機能は口腔機能

のみならず，全身の発達，感覚の入力，親子関係な

ど様々な要素が相まって発達するものであることを再

確認し，有意義な３日間を過ごすことができました． 

平成２１年８月９

日より８月２１日ま

での２週間，米国・

ミズーリ州にあるセ

ントルイス大学医学

部内科学教室，セ

ントルイスＶＡメディ

カルセンターにおい

て，Prof. William Banks の指導のもと血液脳関門プロ

ジェクトの共同研究を行ってまいりました． 

私は平成１３年７月より２年間，同大学内科学教

室・老年医学部門の客員研究員として留学し，帰国

後は Adjunct Assistant Professor となりました．帰国

して６年が経ちましたが，年に１～２回，２～３週間の

滞在をして研究を継続し，共同研究者や仲間との交

流を深めております． 

 今回の渡米では，ペプチドの鼻腔内投与を行って脳

への移行を調べ，将来的には脳疾患での創薬を目指

しているプロジェクトの一端を行ってまいりました．２

週間という短い滞在でデータを得ることはかなりのプ

レッシャーがかかりますが，朝から夜まで実験に集中

でき，どんなに忙しくても幸せに感じます．“久しぶり

に研究に来た．”という感じは全くなく，私の中でセント

ルイスでの研究は，信頼できる仲間に囲まれ，落ち

着いて研究できる場所にいつの間にかなっていまし

た ． 滞 在

最終日は，

バ ン ク ス

教授の計

ら い で ，

ラボの皆

で大学近くのレストランにお昼を食べに行き, 全員が

ワイワイと自由な雰囲気で研究の話に花が咲きまし

た．このことは何でもないことのように見えますが, 実

は研究を続けて行くうえで非常に大切な過程であり，

良いアイデア, ヒント, 技術などの点で得るものが多

いと思います. これからもセントルイスで学んだこの

大切な過程を取り入れて，質の高い研究を目指して

共同研究を続けていきたいと考えております． 

９月２日，日本学術振興会は平成２１年度科学研

究費補助金（若手研究（スタートアップ））の交付内定

（新規課題分）を公表しました．本研究費は若 手 研

究 者 が自 立 して活 躍 できる機 会 を確 保 し，若 手

研 究 者 の活 動 を活 性 化 するため，大 学 等 の研

究 者の職 に就 いたばかりの者 に対し，研究 活動

のスタートアップのため，研 究 費 の支 援 を行 うこ

とを目 的 とする研 究 種 目 です．歯学部は３件（大

学全体で４件）が内定を受けました．内定を受けた研

究者は佐藤 華(顎口腔疾患制御外科学)，友安洋子

(歯科矯正学)，鈴木一成(歯周病学)です(敬称略)．今

後の研究成果に期待致します． 

１１月 ２日（月）：創立記念日代休 

１１月 ８日（日）：推薦入学試験，編入学試験 

１１月２９日（日）：歯学部進学説明会 

１２月 ５日（土）：第２９回昭和歯学会例会 

 

 

 

 
 

 

急に寒くなってまいりました．皆様体調を崩されぬ

ようお気をつけ下さい．今月も，お忙しい中原稿を執

筆くださいました諸先生方に厚くお礼申し上げます． 

 

 
患者数 １日平均 

前月１日

平均 

前年１日

平均 

外来患者 １６,７０８ ７２６．４ ６９６．７ ７００．０

入院患者 ４４３ １４．８ １７．４ １２．５

海外共同研究を行いました 
口腔解剖学教室 野中 直子

小児口腔機能ワークショップに参加 

して   口腔リハビリテーション科 綾野 理加 

若手研究（スタートアップ）の交付が 

内定しました 
歯学部研究活動委員会委員長 上條 竜太郎

診療統計（平成２１年９月分） 

医事課長 久米 徳明

編集後記  口腔生理学教室 中山 希世美 


